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PDF_Processing

■PDF_Prosessingとは
PDFの加⼯処理を⾏うソフトウェアで、ページ分割、⽂字列抽出、PDF同⼠のオーバーレ
イ、印字範囲の縮⼩、ファイル名のリネーム処理など⾏うことが可能です。印影イメージ
を⽤意して押印したように表現できます。
また、会計ソフトや販売管理ソフトから１ファイルのPDFで出⼒される場合、当ソフト
ウェアで設定のみで取引先ごとにページ分割することが可能になります。
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■設定画⾯イメージ

■提供価格（消費税別）

※別途PDF１テンプレートあたり100,000円の設定費⽤がかかります
※導⼊⽀援サービス 250,000円 （システム導⼊・構築時の技術⽀援、リモートによる導⼊⽴会）

オンサイトの場合は別途⾒積します

提供価格パッケージ製品

初期費⽤ 300,000円
年間保守 60,000円

PDF_Processing
（クライアントOS、サーバOSどちらも可能）

■お問い合わせ先 Mail︓Question@global.co.jp
http://www.global.co.jp/

■動作環境
本アプリの動作には .NET Framewrok4.8 以降のインストールが必要です。
ServerOSでは WindowsServer2016、2019、2022
ClientOSでは Windows10、11

抽出⽂字のCSV化

分割
オーバーレイ
印字範囲の縮⼩

■PDF_Processingの機能概要
１．ページ分割は、キーワード（取引先コード、伝票番号等）で分割が可能です。
２．⽂字列抽出は、抽出範囲を座標で指定して⾏います。抽出した⽂字列はCSVにしたりファイル名に出来ます。
３．オーバーレイは罫線や印影だけのPDFと⽂字列だけのPDFを重ね合わせることで帳票作成を⾏う機能です。

複写式帳票で控えのエリアを消す（マスクします）ことも可能です。
４．印字範囲の縮⼩は、X座標、Y座標により起点を決め パーセント（％）指定で縮⼩します。
５．出⼒PDFについてはセキュリティ設定が可能です。（パスワード付き、印刷許可、パスワード付きZIPなど）
６．動作ログ、エラーログ、など任意に指定した⽇数での保存が可能です
７．リカバリー⽤の⼿動送信も可能です
８．アプリケーションディスパッチャーを活⽤することで、ファイル監視＆リアルタイムで処理が可能です
９．加⼯後のファイルは、インターネットFAXサービスや電⼦帳票配信サービスに連携可能です。


